
子宮内膜脱落膜化機構の解明

研究分野：発生生物学、生殖内分泌学、周産期学

キーワード：周産期疾患、子宮内膜、妊孕性、産婦人科学

貢献できるSDGsの区分：

看護栄養学部 栄養健康学科 教授 田中進

胚（受精卵）が子宮内膜に着床するためには、子宮内膜が脱落膜へと分化する必要があり、脱
落膜化は主に子宮内膜に含まれる間質細胞で起こる。子宮内膜間質細胞が脱落膜化すること
により、胎児の成長促進、栄養供給のための血管新生、ならびに母体からすると異物である胚
を排除しない免疫環境（免疫寛容）が達成される。
近年、胚ではなく子宮内膜に由来する不育症や着床不全が大きくクローズアップされており、
それらの原因解明を目指している。他の多くの哺乳類とは違い、ヒトを含む霊長類でのみ自発
的な脱落膜化が起こるため、我々はヒト内膜間質細胞を脱落膜化させるモデルを作成し、そこ
に影響を及ぼす可能性のある様々な因子を用いて研究を展開している。

研究概要

〇我々のモデルを用いて、妊孕性の向上につながる
因子の同定とその商品化（サプリ等）

産学連携の可能性（アピールポイン
ト）
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